
 

 

 

 

 

 

 

 

新様式での実施④と新施設 
校長 酒井 浩明 

新年明けましておめでとうございます 
昨年は、コロナ禍の中、目まぐるしく変化す

る本校の教育活動へのご理解とご協力に対し、

深く感謝を申し上げます。 

本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

この年始は、いつも以上に身近な自然や生活
に目を向け、気持を切り換えて、令和３年を新
たな気持ちでお迎えのことと思います。 
この冬季休業は、自粛期間ではありましたが、

子どもたちは、どのように過ごされましたでし
ょうか。少しでも家族の絆を深められたり、日
本の伝統文化に触れられたりしていればと思っ
ています。 

さて、昨年のことではありますが、新しい取
組や学校の様子を紹介させていただきます。 

１２月上旬実施の５年生のわら草履づくり
は、３密を避けるために教室数を２倍にし、保
護者ボランティアを募集せずに、わら草履サポ
ーターとＰＴＡ役員の協力を得て行いました。
サポーターの皆様のご協力と教室数を２倍にし
たことで、子どもたちもわからない時に聞きや
すかったのか、例年よりも短時間で作成するこ
とができました。 

１２月下旬には、６年生が新様式で調理実習
を行いました。 

何が新しいかというと、３密を避けるために、
学級を２つに分けて調理日をずらしました。そ
して、自分が計画を立て、材料と食器を家庭か

ら用意し、自分一人ですべての調理を行い、自
分自身で食べるようにしたことです。今回は、
新しい取組で材料も調理方法もバラバラ（煮物、
炒め物、焼き物など）だったため、担任は、教
室で半数の子どもたちに別教科の指導を行い、
調理実習する児童には、家庭科専科教員に加え、
栄養職員が補助として入るようにして指導しま
した。一人調理なので、今までよりも集中して
取り組む子どもの姿を見ることができました。 

 

夏休み前から行っていた

第一校舎西側トイレの改修

工事が１０月に終了しまし

た。 

 学校の将来を見据え、洋

式便器と自動点灯・消灯だ

けでなく、１階のトイレは、

バリアフリーの機能も充実

させてもらいました。車いす等での利用だけで

なく、ベビーチェアを付け、オストメイト対応

にもしてもらいました。地域の皆様には、ボラ

ンティア等でお越しの際に、ご覧いただければ

幸いです。 

 １０月から屋上の太陽光発電に加え、蓄電池

の運用が始まりました。 

横浜市が平成２８年度から民間会社と共同で

行っている仮想の発電所（バーチャルパワープ

ラント）構築事業

の６０校目の実

施校となったか

らです。 

この事業は、地

域防災拠点に指

定されている市

内小中学校に蓄

電池を設置し、平

常時は、電力会社

が電力供給の安

定化に利用し、停

電を伴う非常時

には、屋上の太陽

光発電と連携させて防災用電源として使用する

取組です。 

変電室に20kWhの蓄電池が設置され、停電時

に連絡設備等に使う非常用のコンセントが利用

できるようになっています。 
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